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研究開発の背景・狙い
 技術としての課題

– 人とのインタラクションにおける自律AIの実現
– 自律的なAI（ロボット）が有するべき説明性（信頼性）

 応用としての課題
– これらの技術を子どもの養育（発達）支援に応用する
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人とAIの共存において重要な技術的課題
まだ十分な研究がなされていない

重要な社会的課題の解決



保育所

取り組む課題
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家庭

これから さまざまな機関と連携し、子どもと子どもに
関わる人のための“環境づくり”への貢献を目指す

これまで

相談したけど
様子見と言われ、
どこも何も

してくれない…

不安！
これでいいの？？

気になる子どもとの
かかわり方が難しい…
保護者にも伝えにくい…



発達が気になる親子を支援する環境調整型発達支援システム
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リモート
サポーター

発達データ収集

促育遊び
実施

遊び選定

関心・好みに
応じた遊び推定

出題

発達状況に応じた
促育遊びシステム

移動の
自律化AI

楽しく
発達促進

開発技術
効果

日常的に楽しく子どもの発達を促す

システムによる支援

可視化

不安と疑問の
軽減

気になる親

発達データ

チャットで
質問

レポート
言語説明生成

差異を推定して
の説明（XAR）

返答

親に寄り添い不安を軽減

一言応援コメント

孤独感の緩和

レポート
アプリ

複数サポーター
の応援コメント

データを
持っての相談専門家・

保育士

人による支援
（様々な人・機関と連携する“環境づくり”貢献）

【説明性AI】
9月13日（木） 13:15～
OS20:大規模言語モデルとロボティクス
• 2K3-01 SayCanの説明性の実現

【自律化インタラクションAI】
9月14日（金） 9:15～
OS22:子どものためのロボティクス
• 3A1-01 遠隔保育ロボットによる日常的な
発達支援のための遊び選出システム

• 3A1-02 遠隔保育ロボットのための自律化
学習と意図空間の解析

• 3A1-03 遠隔育児支援ロボットと遊び中の
子どもの反応や印象の脳活動を用いた検
討

各技術詳細は口頭発表にて

”楽しく遊びながら日々子どもの成長を促して見守り、親の子どもの発達における不安を和らげる”



日常的に楽しく子どもの発達を促す「促育遊び」

サポーター

子ども
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移動の
自律化AI

発達項目と好みに応じた
150種以上の促育遊び

関心・好みに応じた
促育遊びの選定AI

楽しく発達促進
会話に集中して
遠隔保育、発達支援

乳幼児特化型
アバターロボット

ChiCaRo



デモンストレーション
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家庭 本会場

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・ご挨拶、はーい　　・タッチ　　・ハンドで遊んだり（ボール）　　・はじまりの音でダンス
・見守り、追いかける
・発達支援システム
・操作実況



取り組み状況・メディア出演

2021.6
「FNN Live News α」

2022.1
NHK「おはよう日本」
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2022.11
保育博2022、2023出展

2023.5
日テレ「My Turning Point」

渋谷区保育施設や家庭での
実証実験を多数実施

専門機関との協力体制構築

認知度と受容性の向上にも注力しつつ、研究開発を進めていく
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